
交流 01０１．実効値
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周期Ｔ[s]の周期波形ｖ(t)について、その実効値ｖｅの定義は、

特にｖ(t)が振幅Ｖｍの正弦波（角周波数ω）の場合は、
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電流波形ｉ(t)についても同様に、実効値ｉｅの定義は、
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交流 02０２．平均値（絶対平均値）
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周期Ｔ[s]の周期波形ｖ(t)について、その絶対平均値ｖａの定義は、

特にｖ(t)が振幅Ｖｍの正弦波（角周波数ω）の場合は、
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電流波形ｉ(t)についても同様に、絶対平均値ｉｅの定義は、
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交流 03０３．波形率・波高率

波高率＝
最大値

実効値
波形率＝

実効値

平均値

波形 波高率 波形率

正弦波 √2＝1.414 π/2√2＝1.111

三角波 √3＝1.732 2/√3＝1.155
のこぎり波 √3＝1.732 2/√3＝1.155

方形波 1 1
半波整流波 2 π/2＝1.571

全波整流波 √2＝1.414 π/2√2＝1.111

４．正弦波の最大値、p-p値、実効値（RMS値）の関係

実効値＝ＶRMS, 最大値＝Ｖmax, p-p値＝Ｖp-pとすると、

Ｖmax＝(√2)ＶRMS, Ｖp-p＝2Ｖmax＝(2√2)ＶRMS

変調度がｍ（0≦ｍ≦1）の振幅変調波（搬送波の実効値＝ＶRMS）では、

Ｖmax＝{(1+m)√2}ＶRMS, Ｖp-p＝2Ｖmax＝{2(1+m)√2}ＶRMS

RMS値の最大値：ＶmaxRMS＝(1+m)ＶRMS
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交流 04０５．波形の加算・乗算
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(1) 周波数が同じ正弦波の和・差

(2) 周波数、振幅、位相が異なる正弦波の積

)sin(,sin   tVvtVv 222111
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（実際に電圧の積は物理量として存在しないが、AM変調等で信号波で搬送波の振幅を
制御する場合などに現れる）
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交流 05０５．波形の加算・乗算

tVvtVvtVv nnn  sin,,sin,sin 222 222111  
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(3) 周波数が異なる複数正弦波の和（歪み波）

(4) 歪み波のひずみ率ｋ
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実効値Ｖｎの（ｎ＝1,2,3…）正弦波の和の電圧の実効値Ｖは、

のとき、

で表せる。

基本波の実効値をＶ１とすると、ひずみ率ｋは、

と表される。

相互に相関のない信号、ノイズも上の計算方法で振幅（実効値、RMS値）が求められる。
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交流 06０６．電力・力率

実効値がＶ、Ｉである角周波数ωの交流電圧ｖと電流ｉが、位相θのズレを持って流れ
ている回路の電力ｐを考える。つまり、

)sin(,sin   tIitVv 22
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に着目する。１項目と２項目の各々時間に依存しない成分を各々
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と呼び、

実効電力（又は有効電力単位：[W]）

無効電力（単位：[var]）

皮相電力（単位：[VA]）

222
rea PPP  の関係があることから

rea jPPP  とも書く。

通常、Pr < 0の場合を「進み」、Pr > 0の場合を「遅れ」と表記する。
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交流 07０６．電力・力率

ＶやＩが複素数で与えられている場合は、

IVP   （Ｉは共役複素数にして掛ける）

で求められる。例えば、
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交流 08０６．電力・力率
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電力表記

222 bgV 電圧表記

電流表記

皮相電力
表記

有効電力 無効電力 皮相電力 力率

倉西技術士事務所



交流 09０７．三相交流

発電機の各相の相電圧、相電流を

星形結線…Ea, Eb, Ec [V]、

Ia, Ib, Ic [A]

環状結線…Eab, Ebc, Eca [V]、

Iab, Ibc, Ica [A]

とする。

回路は全て平衡回路とする。

(1) 星型結線の場合
線間電圧Eab, Ebc, Ecaは、

)( EEEEEEEE cbacabcab  3

線電流は相電流Ia, Ib, Icに等しい。

(2) 環状結線の場合
線電流Ia, Ib, Icは、相電流の√3倍

)( IIIIIIII cabcabcba  3

線電圧は相電圧Eab, Ebc, Ecaに等しい。
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